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家庭内の無線LAN利用状況について聞いた結果である。このグラフの母数は、ブロードバンド利用者（光

（FTTH）、ADSLまたはxDSL、CATV）を対象としているため、サンプル数は1,623である。無線LAN利用状

況は、32.5％と昨年より約5％増であるが、家庭内LANの主流は、いまだ「無線ではなくケーブル（イーサネ

ット）でつながっている」（56.3％）である。無線LAN利用機器は、「ノートブックパソコン」が46.8％と

「デスクトップパソコン」の31.4％を上回る。

家庭内無線LAN利用率は32.5％
資料2-11-9　家庭内の無線LAN利用状況［2005年−2006年］
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